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車いすの使用が女子車いすバスケットボールの
シュートに及ぼす影響に関する一考察

土肥崇史

Ⅰ　はじめに

　近年、バスケットボールは通常の５人制の他にも、３x３や車いすバスケッ
トボールなど、多様な形でプレーされている。東京 2020 オリンピック・パ
ラリンピックでは、女子バスケットボール競技と男子車いすバスケットボー
ル競技において銀メダルを獲得し大きな注目を集めた。
　車いすバスケットボールは通常の５人制バスケットボール（以下、バスケッ
トボールとする）と同じボール、コートを使用して行われる。試合のルール
も車いすを使用することに伴い、「ダブルドリブル」の廃止や「トラベリング」
の違いなどの一部のルール変更を除いて、基本的に同じルールを採用してい
る。しかし、車いすを使用することによってプレーの内容は大きく異なるよ
うに見受けられる。車いすの使用によって最も大きな影響を受けると考えら
れるのがシュートである。
　バスケットボールの競技特性は、頭上の水平面のゴールにボールを入れる
シュートの攻防を争点として、個人やグループあるいはチームが同一コート
上で混在しながら得点を争うこと１）である。バスケットボールでは頭上の
ゴールに上からボールを入れなくてはいけないことが、他のゴール型球技と
大きく違う特徴であり、3.05mの高さにあるゴールにシュートをするために
ボールを高く放つ必要がある。さらに、３ポイントラインより内側からシュー
トを入れれば２点、３ポイントラインの外側からシュートを入れれば３点と、
シュートを放つ位置によって入る得点が異なるルールとなっている。
バスケットボールでは、チームとして空間に設置されたゴールへと近づ
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くことが重要であり，空間の戦術的な重要度は距離に反比例して増加する２）

と言われている一方で、1.5 倍の得点の入る３ポイントショットを確率良く
決めることの重要性を元安は指摘しており３）、長距離からのシュートの必
要性が高まっている。車いすバスケットボールにおいても、土肥は勝敗と
シュートエリアの関係について、よりゴール下エリアのシュート数を増やせ
るかということが重要である一方で、長距離からのシュートの成功率を高め
ることの重要性も指摘している４）。しかし、車いすに座った状態でプレーす
る車いすバスケットボールでは、実質的にゴールまでより高くボールを投げ
上げる必要があることに加え、下半身の力を使うことができず、上半身の
みの力でシュートすることが求められる。バスケットボールのシュートにお
いて、正確性や飛距離において下半身が重要であり、車いすバスケットボー
ルではシュート距離が長くなるほど困難性が加味されることが大神・浅井に
よって指摘されている５）。
さらに、車いすバスケットボールでは、障がい者スポーツ特有の「クラス
分けシステム」のルールが存在する。これは、障がいの程度に合わせて、障
がいの重い方から、1.0 から 0.5 刻みに 4.5 まで持ち点が与えられ、コート上
でプレーしている選手の合計持ち点が 14.0 以内にならなければならないと
いうルールである。このルールによって、コート上には、障がいの程度の異
なる選手が同時にプレーすることとなり、障がいの程度による出場機会の不
均等が生じないようになっている。障がいの最も重い持ち点 1.0 の選手は、
体幹が全くあるいはほぼ機能しないため、自分でバランスを保つことが困難
なため、深い椅子に身体を固定して腕の力のみでシュートを放つ必要があ
る一方で、最も障がいの軽い持ち点 4.5 の選手は体幹が問題なく機能し、自
力でバランスをとることができるため、高い椅子に座り、体幹の力も使い
シュートを放つことができる。そのため、車いすバスケットボール選手の中
でも、シュート力には違いが出てくることが予想される。
このように、車いすバスケットボールでは、車いすを使用および障がいと
いう要素により、シュート技術の難易度は、バスケットボールとは大きく異
なるため、シュートエリアも異なってくることが考えられる。そこで、本研
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究では、シュートについて車いすバスケットボールとバスケットボールの比
較を行うことで、車いすの使用がもたらすシュートへの影響の検討を行うこ
とを目的とする。

Ⅱ 方法

１．対象
女子車いすバスケットボールの 2018 年世界選手権の準決勝、３位決定
戦、決勝戦の４試合および、女子バスケットボールの 2018 年ワールドカッ
プの準決勝、３位決定戦、決勝戦の４試合の計８試合を対象として集計を
行い、ハーフコートオフェンス（フロントコートにボールを進めた後に５
対５でマッチアップが起こっている状態から展開されるオフェンス）のう
ち、シュートにつながったプレーを分析対象とした。今回の分析では、攻
守の切り替わりの局面であるトランジション局面や、オフェンスリバウ
ンド（シュートが外れたボールをオフェンスが獲得すること）からそのま
まシュートを放つプットバックは、ディフェンスが整っていない状況での
シュートであり、ゴール下エリアでのシュートが多くなることが予想され、
最も多くのシュートが放たれるハーフコートオフェンスとは全く異なる条件
下でのシュートになるため、対象外とした。対象のシュート場面は各４試合
で、バスケットボール 390 プレー、車いすバスケットボール 320 プレーの計
710 プレ―が記録された。

２．分析方法
シュート場面から、シュートエリア、シュートを放ったプレイヤーの持ち
点、シュートの結果の集計を行った。シュートエリアは①ゴール下エリア
（PL）、②ハイポストエリア（PH）、③ミドル Lowエリア（ML）、④ミド
ル high エリア（MH）、⑤３ポイントエリア（３P）として区分けを行った。

（図１）
分析には、統計分析ソフト IBM SPSS Statistics 27 を用いた。有意水準は
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5% 未満（p ＜ 0.05）とした。

図1．シュートエリア

Ⅲ 結果

１．シュートエリアの比較
表１はバスケットボールと車いすバスケットボールでのシュートエリア
の比較を行ったものである。バスケットボールでは、PLで 137 本（35.1%）
と最も多くのシュートが放たれており、次いで３Pが 115 本（29.5%）と、
PLと３Pで全体の 64.6% のシュートが放たれていたのに対し、車いすバ
スケットボールでは、MLで 119 本（37.2%）と最も多くのシュートが放た
れており、次いでMHが 82 本（25.6%）と、MLとMHで全体の 62.8% の
シュートが放たれていた。
バスケットボールと車いすバスケットボールとの比較では、PLと３
Pにおいてバスケットボールの方が有意に多くのシュートが放たれており
（p<0.01）、MLとMHにおいて車いすバスケットボールの方が有意に多くの
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シュートを放っている（p<0.01）結果となった。

表 1．シュートエリア

　 　 PL PH ML MH 3P Total

バスケット
ボール

度数 137 56 43 39 115 390

比率 35.1% 14.4% 11.0% 10.0% 29.5% 100.0%

調整済み残差 4.9** 0.6 -8.3** -5.5** 8.0** 　

車いす
バスケット
ボール

度数 59 41 119 82 19 320

比率 18.4% 12.8% 37.2% 25.6% 5.9% 100.0%

調整済み残差 -4.9** -0.6 8.3** 5.5** -8.0** 　

χ 2=147.605** 　 　 * p<0.05,  ** p<0.01

２．クラス（持ち点）毎のシュートエリア
表２は車いすバスケットボールのクラス（持ち点）毎のシュートエリア

を示したものである。
クラスによってシュート数に差があり、シュート数自体が少ないクラス

もあるため、傾向について述べることはできないものの、３Pでのシュート
はすべて 3.0 以上のクラスの選手によるものであった。

表 2．車いすバスケットボールのクラス（持ち点）毎のシュートエリア

　 　 PL PH ML MH 3P Total

1.0
度数 10 2 11 13 0 36

比率 27.8% 5.6% 30.6% 36.1% 0.0% 100.0%

1.5
度数 5 1 0 3 0 9

比率 55.6% 11.1% 0.0% 33.3% 0.0% 100.0%

2.0
度数 8 1 11 4 0 24

比率 33.3% 4.2% 45.8% 16.7% 0.0% 100.0%

2.5
度数 8 4 5 3 0 20

比率 40.0% 20.0% 25.0% 15.0% 0.0% 100.0%
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3.0
度数 7 1 3 8 5 24

比率 29.2% 4.2% 12.5% 33.3% 20.8% 100.0%

3.5
度数 3 0 8 5 1 17

比率 17.6% 0.0% 47.1% 29.4% 5.9% 100.0%

4.0
度数 9 16 36 26 3 90

比率 10.0% 17.8% 40.0% 28.9% 3.3% 100.0%

4.5
度数 9 16 45 20 10 100

比率 9.0% 16 45.0% 20.0% 10.0% 100.0%

３．シュートエリア毎のシュート成功率と得点期待値
シュート成功率は、バスケットボールでは PLが最も高く、PH、ML、３
P、MHの順であったのに対し、車いすバスケットボールでは、PL、PH、
ML、MH、３Pの順に確率が高かった。
得点期待値は、バスケットボールでは、３P、PL、PH、ML、MHの順で
高かった。一方、車いすバスケットボールでは PL、PH、ML、MH、３P
の順に得点期待値が高かった。

表 3．シュート成功率と得点期待値

　 　 PL PH ML MH 3P Total

バスケット
ボール

成功数 /
試投数 70/137 24/56 18/43 13/39 43/115 168/390

成功率 51.1% 42.9% 41.9% 33.3% 37.4% 43.1%

得点期待値 1.02 0.86 0.84 0.67 1.12 0.86 

車いすバス
ケットボー
ル

成功数 /
試投数 38/59 20/41 43/119 23/82 3/19 127/320

成功率 64.4% 48.8% 36.1% 28.0% 15.8% 39.7%

得点期待値 1.29 0.98 0.72 0.56 0.47 0.79 
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Ⅳ 考察

本研究では、2018 年に行われた女子のバスケットボールと車いすバス
ケットボールの世界最高レベルの大会である世界選手権とワールドカップに
おける上位４チームが対戦した各４試合を用いて、シュートエリアについて
分析を行った。
シュート確率と得点期待値を見ると、バスケットボールにおける３Pを除
き、PLで最も高くエリアが遠くなっていくにつれて確率と期待値のともに
減少傾向がみられた。これは、空間の戦術的な重要度は距離に反比例して増
加する２）という指摘を裏付ける結果となった。しかし、ゴールとエリアの
距離による差がはっきりとみられた車いすバスケットボールと比較し、バス
ケットボールでは PLが他のエリアに比べ、比較的高いシュート成功率を記
録しているが、その他のエリアではシュート成功率にはさほど大きな差がな
く、バスケットボールでは最もゴールから遠い３Pからのシュートであって
も飛距離を出すために正確性を損なうような困難性はないと考えられる。得
点期待値では３Pが最も高い値を記録し、さらにシュート試投の割合をみて
も、バスケットボールでは PL に次いで３Pで多くのシュートを放っている
ことから、３Pでのシュートは PLと並び非常に重要なシュートであること
がうかがえる。
一方、車いすバスケットボールでは、３Pの得点期待値、シュート成功
率、シュート試投の割合ともに最も低かった。ゴールから遠いエリアになる
ほどシュート成功率が下がっていく傾向や、クラス毎のシュート数において
障がいの重い 2.5 以下の持ち点の選手の３Pでのシュートが一本も記録され
ていないことからも、シュートの飛距離を出すために使える部位が制限され
るほど、遠い距離からのシュートは飛距離を出すために正確性を損なうこと
が示唆された。
これらのことから、車いすバスケットボールでは、車いすの使用およびク
ラスによって、バスケットボールに比べてシュートの飛距離という点を戦術
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の中で加味することが必要である。
また、シュートエリアの割合と得点期待値をみてみると、バスケットボー
ルにおいては、得点期待値が高いエリアはシュートの割合も多い傾向がみら
れたが、車いすバスケットボールでは、得点期待値があまり高くないML、
MHのシュート割合が高かった。吉井はディフェンスの利点として、防御者
が常に攻撃者より内側にいることにより、より小さい動きで攻撃者の動き
に対応できる「内線の利」をあげている 6）。バスケットボールでは、3Pエ
リアのシュートの期待値が高いため、ディフェンスが外のエリアまで出て
いく必要があるため、ディフェンスはより広い範囲を守らなければならな
いが、車いすバスケットボールでは、シュートまでの距離が遠くなるほど
シュート成功率が落ち、得点期待値も低くなるため、ディフェンスはあまり
ゴールから遠いエリアまで出ていく必要がなく、守るべきエリアはよりゴー
ルに近い限られたエリアで済む。さらに、車いすバスケットボールでは、車
いすの使用により、「固定的な幅」7）という要素がもたらされる。バスケッ
トボールの場合、動きのスピードの違いもさることながら、相手ディフェン
スを抜いてゴールに近いエリアに侵入する際、両肩の線が横になってしまう
とディフェンスにつっかえてしまう 8）。そのため、身体の幅を小さくするた
めに、素早く肩を入れることが重要である 9）。しかし、車いすの幅を変える
ことはできないため、ディフェンスにつっかえてしまいやすい。これらのこ
とから、バスケットボールに比べ、車いすバスケットボールでは、ゴールに
近いエリアへの侵入が困難なため、得点期待値の高いゴールに近いエリアで
のシュート数が伸びず、得点期待値のあまり高くない比較的遠い距離からの
シュートを強いられていることが考えられる。これは車いすバスケットボー
ルにおけるシュートエリアと勝敗の関係でも同様の指摘がされており 10）、
バスケットボールのように、得点期待値の高いシュートをより多く放てるよ
うにするために、いかに正確性を損なわず、飛距離のあるシュートを放つこ
とができるかを解明していくことが今後求められる。
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Ⅴ まとめ

本研究では、女子車いすバスケットボールのシュートにおいて、車いすの
使用がどのような影響を与えるかについてバスケットボールとの比較によっ
て検討を行った。
両競技ともに、ゴールに近いエリアで最もシュート成功率が高かったもの
の、その他のエリアでは、遠くなるほどシュート確率、得点期待値が大きく
下がっている車いすバスケットボールに対し、バスケットボールでは大きく
シュート成功率が落ちるわけではなく、得点期待値は最も遠い距離の 3Pエ
リアからのシュートが最も高かったという違いから、車いすの使用がシュー
ト飛距離と正確性に大きな影響を与えることが明らかとなった。
また、車いすの使用とシュートの飛距離と正確性の問題から、最も得点期
待値の高いゴール付近のエリアでのシュート機会の創出の困難性も示唆され
た。
本研究では、女子競技について分析を行ったが、一般的に筋力が強いとさ
れる男子競技では異なる傾向がみられる可能性がある。男子競技についての
分析も今後の課題である。
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